
関 生活や技術への関心・意欲・態度

創 生活を工夫し創造する能力

技 生活の技能

知 生活や技術についての知識・理解
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おおむね満足

判断の基準
AとBの違いなど

評価方法
場面・時期

関

利用者への影響などを考え，プログ
ラム作成をしようとしている。
新しい発想を生み出し活用しようとし
ている。

プログラムに興味を持ち主体的に
活用できる。

工

計測・制御の目的や条件を明確に
し，社会的，環境的及び経済的側面
などから情報処理の手順を変更した
場合の効果を比較・検討した上で，
計測・制御に適した情報処理の手順
を決定している。

計測や制御の目的と影響を理解
し，条件を比較・検討の上，手順
を実行できる。

技
設計に基づき，簡単な計測・制御の
プログラムを作成できる。

設計に基づき製作したものを実
行できる。

知

計測・制御システムにおける構成や，
その中でのプログラムによる情報の
処理についての知識を身に付けてい
る。
情報処理の手順についての知識を
身に付けている。

計測・制御の知識を理解しプログ
ラム処理やインターフェイスにつ
いての応用が実践できる。

関

情報に関する技術の課題を進んで見
付け，社会的，環境的及び経済的側
面などから比較・検討しようとするとと
もに，適切な解決策を示そうとしてい
る。

社会的、環境的など、それぞれの
側面の条件を比較・検討出来る。

工

情報に関する技術の課題を明確に
し，社会的，環境的及び経済的側面
などから比較・検討するとともに，適
切な解決策を見いだしている。

情報に関する技術の課題を理解
し工夫や改善を加え表現できる。

技

知
情報に関する技術が社会や環境に
果たしている役割と影響について理
解している。

情報やICTに関する技術の役割と
影響を理解し実践できる。
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計測・制御の仕組み
プログラムの役割と機能
簡単な計測・制御
目的や条件に応じたプロ
グラムの作成
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授業の様子
学習プリント
実習
定期テスト
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情報技術の適切な評価・
活用
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